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2024年度
大学発医療系スタートアップ支援プログラム

公募説明会

2024年11月27日
九州大学
生命科学革新実現化拠点
橋渡研究推進部門



本日の内容
１．九州大学の医療系スタートアップ支援

QUICKについて

２．2024年度 公募内容



１．九州大学の医療系スタートアップ支援
QUICKについて



大学発医療系スタートアップ支援プログラム
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総合知を新医療へ、九州・沖縄・西日本を挙げてアジアへ繋がる医療系スタートアップエコシステムの構築



GAP支援：経験あるPMの伴奏
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共同機関

運営機関

◆アントレプレナーシップ人材育成

◆エコシステム形成

支援機関
九州・大学発ベンチャー振興会議
全体統括支援、
大学・経済間マッチング 等

主幹機関

福岡県、長崎県、飯
塚市、久留米市、
大分県、宮崎県

協力自治体

◆起業活動支援

◆起業環境整備

福岡市

実証実験フィールド提供、
市民データ活用 等

幹事自治体

北九州市

産学官金からなる多様なメンバーとのネットワークを活用し、
独自のVCやPOCファンドを運用

協力機関

▼団体
九州経済連合会、キューテック財団、福岡スタートアッ
プ・コンソーシアム、福岡地域戦略推進協議会
（FDC）、
北九州産業学術推進機構（FAIS）、九州オープンイノ
ベーションセンター（KOIC）、Startup GoGo

▼金融機関
福岡銀行、十八親和銀行、熊本銀行、西日本シティ銀行、
佐賀銀行、肥後銀行、大分銀行、宮崎銀行、鹿児島銀行、
琉球銀行、沖縄銀行

▼VC、アクセラレーター
QBキャピタル、ユニバーサルマテリアルズインキュ
ベーター株式会社、epiST Ventures株式会社、株式
会社環境エネルギー投資、DCIパートナーズ、Fベン
チャーズ、Gxpartners、ドーガン・ベータ、NCBベ
ンチャーキャピタル、佐銀キャピタル＆コンサルティ
ング、肥銀キャピタル、大分ベンチャーキャピタル、
宮銀ベンチャーキャピタル、THE SEED、MIYAKO 
CAPITAL、Beyond Next Ventures、Genesia
Ventures、IAPS

▼国際
国立台湾科技大学、マレーシアプトラ大学、国立交通大
学産業加速器専利開発策略中心、インド工科大学ボンベ
イ校

▼大学等
学校法人早稲田大学

九州大学PARKSのプラットフォーム

PARKS（異分野）で整備した基本骨格と連携して医療系スタートアップに傾注する
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官学共同のCxOプールを活用

7



福岡ライフサイエンス産業拠点：R&D棟を新設

・九州大学病院に直結
・民間が運営
・2〜3階に九州大学AROと生命科学革新実現化拠点
・4〜6階にライフサイエンスラボ（BSL-2まで対応可能）とオフィス

・創業初期から臨床開発まての゙エコシステムを構築し、クロ゙ーハル゙て戦゙える
創薬フレ゚イヤーの輩出を目指す

建設中（2025年12月完成予定）
延床面積 8500m2
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アジアから国際展開・感染症開発の強み
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国家戦略特区（福岡市）
で起業家を優遇
・スタートアップビザ
・事務所等の賃料補助
・スタートアップ法人減税

Stanford大を中心としたTRネットワーク
への接続

福岡市・県から国際展開
福岡市

福岡県

定期的にベンチャーと共にMass Bio等 Boston訪問

石
橋
総
長

服
部
知
事

ヒ
ー
リ
ー
知
事

高
島
市
長

2023年

福岡市・県から国際展開
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２．2024年度 公募内容



公募課題
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←2024年度の公募対象



公募スケジュール
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支援開始（3月予定）

採否決定(2月中旬)

ヒアリング審査（2月上旬）

書面審査（1月上旬～下旬）

課題募集：12/2（火）～12/31（火）

拠
点
内
審
査

個別相談
随時

※12月28日から1月5日までは冬期休業期間です。その期間のお問合せには応じかねますので、ご相談はお早めにお願いいたします。



募集課題
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シーズ 対象 支援期間 支援額

S0
スタートアップを介して

医薬品・医療機器等の実用化を目指す若手研究者※1

を対象に、
担当PM（プロジェクトマネージャー）と共に起業を目指す課題

最長
2年間

1,000万円
程度/年

S1
スタートアップを介して
医薬品・医療機器等の実用化を目指す課題を対象とし、

臨床への応用を見据えた基礎データの取得、経営戦略を策定し、

支援期間内に起業を実現する課題

最長
3年間

2年目にステージ
ゲート審査有

3,000万円
程度/年※2

※1①年齢が43歳未満、または②博士号取得後10年未満（出産・育児・介護期間は除く：最長2年）
※2起業前に必要なフィージビリティ・スタディの実施や起業に必要な人材の確保、インキュベーション施設利用等のための費用も対象



募集課題
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シーズ 達成目標

S0

研究
開発

• in vivo/ in vitroでの有効性の確認、製品基本要件の確立、試作機の作製 等

事業化

• 研究者と起業家の違いを正しく理解し、ビジネスの観点からプロジェクトを論理的且つ簡
潔に説明する

• キャッシュフロー計画とバリュエーションを座学として理解し、キャッシュインの前提条件
と仮説からプロジェクトの価値を定量的に示す

S1

研究
開発

• 有効性以外に関する非臨床試験の達成（CMC、体内動態、毒性等について、開発中止

となる懸念材料がないことを示す）又はその検証・解決に関する明確な計画の策定、試
験物製造法の確立、最終製品相当の試作機作成及びその性能評価が概ね完了 等 

事業化

• 一定規模の民間投資を達成するための課題を明確にし、そのアクションプランを立てる

• キャッシュインとキャッシュアウトから精緻化したキャッシュフロー計画書を策定し、想定
バリュエーションに基づき資本政策案を立てる

• 経営者候補が確定している



2024年度採択予定数・主な審査基準
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2024年度採択予定数

S0 2課題
S1 1課題

主な審査基準
①解決する医療課題に大きな社会インパクトがあること
②医療課題の解決策に新規性・優位性があり論理的に説明されていること
③課題解決の実現への道筋が十分に練られていること（S0応募課題について
は示させていること）

④応募者の起業家としての資質・意欲
⑤研究費の使用目的やその適切性が示されていること



支援内容・留意点
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支援内容
• 事業化に向けたメンタリング
• 研究開発支援
• アントレプレナーシップ教育
• 海外展開に向けたプレゼンテーション指導とマインドセット構築
• CxO/プレCxO人材の採用支援
• 必要に応じて連携する外部機関の紹介 等
採択直後はPMとの会議にて、最初は提案書に内容を磨き上げるところから、それを具体化しアク
ションプランに落とし、その後は進捗管理を行います。シーズ段階に応じて、PMが只のコンサル
タントやメンターではなく、実務も含めたハンズオン支援を行います。

留意点
• 当拠点が指定するアントレプレナーシップ教育の参加、当拠点やAMED等が指定するデモデーや
ピッチイベント等へのご参加いただきます。

• 研究内容が実質的に同一とみなされる課題の応募については、橋渡し研究プログラム内では１
件のみとなります。類似性の高い課題が橋渡し研究プログラムに採択されている場合(他拠点も
含む)、事前にご相談ください。



応募書類
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必要な提出書類

① （様式1）提案書 ・word形式
・3枚以内（基本情報１枚＋課題の概要２枚以内）

② （様式2）課題予算案
・エクセル形式（年度単位で作成）
・単価が300万円以上の設備備品費・外注費につ
いては見積書も提出

③ （様式3）研究費の応募・受け入れ状
況および利益相反について ・word形式

④ 概要資料
・提案書に即した概要資料をpptx形式でご提出ください。
・10枚以内
・冒頭にexecutive summary（1枚）を含めてください。
・ヒアリングを意識したスライドを作成ください。
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お問合せ先
九州大学
生命科学革新実現化拠点
橋渡研究推進部門
E-Mail: nw-info@med.kyushu-u.ac.jp
Tel: 092-642-4802

お問合せ先
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ご清聴ありがとうございました
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